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示

山
梨
県
告
示
第
四
百
八
号

山
梨
県
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
四
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
山
梨
県
希
少
野
生
動
植
物
種
保
護
基
本
方
針
を
次
の
と
お
り
策
定
し
た

の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
希
少
野
生
動
植
物
種
保
護
基
本
方
針

第
一
　
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
に
関
す
る
基
本
構
想

一

野
生
動
植
物
の
保
護
の
現
状
と
課
題

野
生
動
植
物
は
、
人
類
の
生
存
の
基
盤
で
あ
る
生
態
系
の
基
本
的
構
成
要
素
で
あ
り
、
日
光
、

大
気
、
水
、
土
等
と
あ
い
ま
っ
て
、
物
質
循
環
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
を
担
う
と
と
も
に
、
そ
の

多
様
性
に
よ
っ
て
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
お
り
、
食
料
、
衣
料
、
医
薬
品
等
の
資
源
と

し
て
の
利
用
の
ほ
か
、
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
、
私
た
ち
の
豊
か
な
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
野
生
動
植
物
は
、
生
態
系
、
個
体
群
、
種
等
の
様
々
な
レ
ベ
ル
で
成
り
立
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
そ
の
多
様
性
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
地
域
に
本
来
生
息
し
、
又

は
生
育
す
る
種
が
普
通
に
見
ら
れ
る
状
況
を
維
持
す
る
よ
う
な
配
慮
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
、
地
球
上
で
は
、
過
去
四
十
億
年
あ
ま
り
の
生
命
の
歴
史
上
、
か
つ
て
な
い
速

さ
で
野
生
動
植
物
の
絶
滅
が
進
行
し
て
お
り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
生
息
地
又
は
生
育
地
（
以

下
「
生
息
地
等
」
と
い
う
。）
の
破
壊
や
乱
獲
な
ど
の
人
間
活
動
に
よ
り
、
多
く
の
種
が
絶
滅
し
、

あ
る
い
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

種
の
絶
滅
は
、
自
然
生
態
系
の
多
様
性
を
低
下
さ
せ
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
化
さ
せ
る
お
そ
れ

が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
類
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
様
々
な
恩
恵
を
永
久
に
消
失
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
。

本
県
に
お
い
て
も
、
野
生
動
植
物
は
、
県
民
の
生
活
基
盤
で
あ
る
自
然
環
境
の
維
持
の
た
め
大

切
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
県
民
の
豊
か
な
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

本
県
は
、
日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
や
南
ア
ル
プ
ス
国
立

公
園
、
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
で
優
れ
た
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
山
梨
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
然
が
豊
か
で

あ
る
と
さ
れ
る
本
県
に
お
い
て
も
、
多
く
の
種
に
絶
滅
の
危
機
が
生
じ
て
い
る
。

絶
滅
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
要
因
は
、
多
岐
に
わ
た
り
、
開
発
な
ど
に
伴
う
湿
地
や
広
葉
樹
林
な

ど
の
生
息
地
等
の
消
失
、
植
物
の
盗
採
の
ほ
か
、
社
会
経
済
構
造
の
変
化
に
よ
る
里
地
、
里
山
は

じ
め
森
林
、
山
岳
地
域
の
生
息
・
生
育
環
境
の
変
化
な
ど
の
要
素
も
加
わ
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成
四
年
に
、
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
を
目
的
と
し
て
、
絶
滅

の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
種
の
保
存
法
」
と
い
う
。）

が
制
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
種
の
保
存
法
で
保
護
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
絶
滅
の
お
そ
れ

が
高
い
、
限
ら
れ
た
種
で
あ
り
、
本
県
に
生
息
し
、
又
は
生
育
し
て
い
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。

こ
の
た
め
、
本
県
の
多
く
の
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
を
図
る
た
め
に
は
、
種
の
保
存
法
の

保
護
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
種
以
外
に
つ
い
て
も
、
よ
り
き
め
の
細
か
い
、
か
つ
、
総
合
的
な
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

二
　
保
護
の
基
本
的
な
考
え
方

以
上
の
よ
う
な
認
識
に
立
ち
、「
山
梨
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
野
生

動
植
物
を
中
心
と
し
た
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
施
策
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

今
日
、
野
生
動
植
物
の
生
存
を
圧
迫
し
て
い
る
主
な
要
因
は
、
過
度
の
捕
獲
・
採
取
、
人
間

の
生
活
域
の
拡
大
等
に
よ
る
生
息
地
等
の
消
滅
又
は
生
息
・
生
育
環
境
の
悪
化
等
で
あ
り
、
希

少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
を
図
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
生
物
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
特
に
保
護
を
図
る
必
要
が
あ
る
希
少
野
生
動
植

物
種
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
個
体
の
捕
獲
・
採
取
の
規
制
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
、
個
体
の
譲
渡
し
、
譲
受
け
の
監
視
、
生
息
地
等
に
お
け
る
行
為
の
規
制
等
の
措
置
を

講
ず
る
。

２

希
少
野
生
動
植
物
種
を
絶
滅
の
危
機
か
ら
救
う
た
め
に
は
、
圧
迫
要
因
を
除
去
し
、
又
は
軽

減
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
物
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
そ
の
個
体
の
生
息
又
は
生
育
に
適
し
た
条
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件
を
積
極
的
に
整
備
し
、
個
体
数
の
維
持
・
回
復
を
図
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

そ
の
生
息
・
生
育
状
況
や
生
態
的
特
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
生
息
地
等
の
維
持
・
再
生
又
は
必
要

に
応
じ
て
自
然
繁
殖
が
困
難
な
場
合
の
人
工
増
殖
等
の
事
業
を
推
進
す
る
。

３

希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
の
た
め
に
は
、
生
息
地
等
の
状
況
を
定
期
的
に
把
握
し
、
科
学

的
デ
ー
タ
を
基
に
必
要
な
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
各
種

の
調
査
研
究
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

４

以
上
の
施
策
は
県
、
市
町
村
、
県
民
、
事
業
者
等
の
連
携
と
協
力
の
も
と
、
各
主
体
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
、
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
や
生
息
・
生
育

環
境
の
保
全
の
取
組
み
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
の
重
要
性
に
対
す
る
県
民
等
の
理
解
を
深
め
る
た

め
の
普
及
啓
発
の
推
進
及
び
必
要
な
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
民
等
と
行
政
と
の
協

働
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

第
二
　
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
及
び
特
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
選
定
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

一
　
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種

１

指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
に
つ
い
て
は
、
そ
の
県
内
に
お
け
る
生
息
・
生
育
状
況
が
、
人
為

の
影
響
に
よ
り
存
続
に
支
障
を
来
す
事
情
が
生
じ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
種
（
亜
種
（
※
注
１
）

又
は
変
種
（
※
注
２
）
が
あ
る
種
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
亜
種
又
は
変
種
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
選
定
す
る
。

a

個
体
数
が
著
し
く
少
な
い
か
、
又
は
著
し
く
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
存
続
に
支
障
を
来

す
事
情
が
あ
る
種
　

s

県
内
の
主
要
な
生
息
地
等
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
存
続
に
支
障
を
来
す

事
情
が
あ
る
種

d

県
内
の
生
息
地
等
の
生
息
・
生
育
環
境
が
著
し
く
悪
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

存
続
に
支
障
を
来
す
事
情
が
あ
る
種

f

生
息
地
等
に
お
け
る
過
度
の
捕
獲
又
は
採
取
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
そ
の
存
続
に
支
障

を
来
す
事
情
が
あ
る
種

g

上
記
a
か
ら
f
の
ほ
か
、
そ
の
種
の
存
続
に
支
障
を
来
す
特
別
な
事
情
が
あ
る
も
の

２
　
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
情
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

a

移
入
種
（
外
来
種
）（
※
注
３
）
及
び
本
県
に
ご
く
ま
れ
に
し
か
渡
来
又
は
回
遊
し
な
い
　

種
は
、
選
定
し
な
い
こ
と
。

s

個
体
と
し
て
の
識
別
が
容
易
な
大
き
さ
及
び
形
態
を
有
す
る
種
を
選
定
す
る
こ
と
。

d

県
内
に
お
い
て
保
護
活
動
が
現
に
行
わ
れ
若
し
く
は
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
種
又
は
商

品
価
値
が
高
く
捕
獲
・
採
取
の
対
象
と
な
り
や
す
い
種
等
規
制
的
措
置
に
よ
り
効
果
的
に
保

護
対
策
が
図
ら
れ
る
種
を
優
先
的
に
選
定
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

f

わ
が
国
に
お
け
る
主
要
な
生
息
地
等
が
県
内
に
存
し
、
本
県
に
お
け
る
そ
の
種
の
絶
滅
又

は
衰
退
が
わ
が
国
に
お
け
る
そ
の
種
の
絶
滅
又
は
衰
退
と
な
る
種
等
、
本
県
の
自
然
環
境
の

特
性
を
象
徴
す
る
よ
う
な
種
を
優
先
的
に
選
定
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

g

他
法
令
に
よ
り
十
分
な
個
体
の
保
護
が
な
さ
れ
て
い
る
種
は
、
生
息
地
等
保
護
区
の
指
定

又
は
保
護
管
理
事
業
の
実
施
に
よ
り
保
護
対
策
が
効
果
的
に
実
施
で
き
る
も
の
を
選
定
す
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

二
　
特
定
希
少
野
生
動
植
物
種

特
定
希
少
野
生
動
植
物
種
に
つ
い
て
は
、
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
う
ち
、
野
生
の
個
体
の
　

保
護
を
図
る
上
で
、
繁
殖
さ
せ
た
個
体
を
有
償
で
あ
る
と
無
償
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
譲
り
渡
し
、

又
は
譲
受
け
る
行
為
を
監
視
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
選
定
す
る
。

第
三
　
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
及
び
特
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
取
扱
い
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項
　
　

一
　
個
体
の
範
囲

山
梨
県
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
に
関
す
る
条
例（
平
成
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
四
号
。

以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
に
基
づ
く
規
制
の
対
象
と
な
る
の
は
、
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の

個
体
（
卵
及
び
種
子
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
と
す
る
。

な
お
、
条
例
第
十
二
条
に
お
け
る
譲
渡
し
等
の
禁
止
の
対
象
と
な
る
個
体
の
加
工
品
は
、
種
を
　

容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

二
　
個
体
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
制

１
　
捕
獲
等
の
規
制

a

指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
捕
獲
、
採
取
、
殺
傷
又
は
損
傷
（
以
下
「
捕
獲
等
」

と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
の
保
護
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
学
術
研
究
若
し
く
は

繁
殖
の
目
的
そ
の
他
そ
の
種
の
保
護
に
資
す
る
目
的
で
行
う
も
の
と
し
て
知
事
の
許
可
を
受

け
た
場
合
又
は
災
害
の
復
旧
な
ど
人
の
生
命
若
し
く
は
身
体
の
保
護
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

事
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
。

s

指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
生
き
て
い
る
個
体
の
捕
獲
等
の
許
可
は
、
学
術
研
究
又
は
繁

殖
の
目
的
の
ほ
か
、
教
育
の
目
的
、
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
生
息
・
生
育
状
況

の
調
査
そ
の
他
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
目
的
で
行
う
も

の
を
除
き
、
原
則
と
し
て
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。
な
お
、
捕
獲
等
を
し
た
個
体
は
、
そ

の
捕
獲
等
の
目
的
に
応
じ
て
適
切
に
取
り
扱
う
も
の
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
個
体
が
生

き
て
い
る
間
は
許
可
を
受
け
た
者
に
対
し
て
報
告
を
求
め
る
等
、
個
体
の
取
扱
い
状
況
の
把

握
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
事
業
等
の
規
制

特
定
希
少
野
生
動
植
物
種
に
つ
い
て
は
、
そ
の
生
き
て
い
る
個
体
の
譲
渡
し
又
は
引
渡
し
の
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業
務
を
伴
う
事
業
（
特
定
希
少
野
生
動
植
物
種
事
業
）
を
行
お
う
と
す
る
者
に
対
し
、
届
出
等

を
求
め
る
こ
と
と
す
る
。

３
　
そ
の
他
の
個
体
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
そ
の
種
の
保
護
の
重
要
性
に

か
ん
が
み
、
そ
の
生
息
・
生
育
の
条
件
を
維
持
す
る
な
ど
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
に

配
慮
し
た
適
切
な
取
扱
い
を
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
　
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
生
息
地
又
は
生
育
地
の
保
護
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
の
基
本
は
、
そ
の
生
息
地
等
に
お
け
る
個
体
群
の
安
定
し
た
存
続
を

保
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
の
た
め
、
そ
の
個
体
群
が
安
定
し
て

存
続
で
き
る
環
境
の
保
全
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、生
息
地
等
保
護
区
を
指
定
す
る
。

一
　
生
息
地
等
保
護
区
の
指
定
方
針

１
　
生
息
地
等
保
護
区
の
指
定
の
方
法

生
息
地
等
保
護
区
は
、
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
々
の
種
ご
と
に
指
定
す
る
。

２
　
生
息
地
等
保
護
区
と
し
て
指
定
す
る
生
息
地
等
の
選
定
方
針

複
数
の
生
息
地
等
が
存
在
す
る
場
合
は
、
個
体
数
、
個
体
数
密
度
、
個
体
群
と
し
て
の
健
全

性
、
そ
の
生
息
・
生
育
環
境
の
状
況
及
び
生
息
地
等
と
し
て
の
規
模
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討

し
、
生
息
地
等
保
護
区
と
し
て
指
定
す
べ
き
生
息
地
等
を
選
定
す
る
。

ま
た
、
生
息
地
等
が
広
域
的
に
分
散
し
て
い
る
動
植
物
種
に
あ
っ
て
は
、
主
な
分
布
域
ご
と

に
生
息
地
等
保
護
区
に
指
定
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３
　
生
息
地
等
保
護
区
の
区
域
の
範
囲

生
息
地
等
保
護
区
の
区
域
は
、
生
息
地
等
保
護
区
の
指
定
に
係
る
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種

の
個
体
の
生
息
地
等
及
び
当
該
生
息
地
等
に
隣
接
す
る
区
域
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
の
各
種
行
為

に
よ
り
当
該
生
息
地
等
の
個
体
の
生
息
又
は
生
育
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に

一
体
的
に
保
護
を
図
る
べ
き
区
域
と
す
る
。

な
お
、
個
体
の
生
息
地
等
の
区
域
は
、
現
に
そ
の
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
が
生
息

し
、
又
は
生
育
し
て
い
る
区
域
と
す
る
が
、
鳥
類
等
行
動
圏
が
広
い
種
の
場
合
は
、
営
巣
地
、

重
要
な
採
餌
地
等
そ
の
種
の
個
体
の
生
息
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
区
域
及
び

そ
の
周
辺
の
個
体
数
密
度
又
は
個
体
が
観
察
さ
れ
る
頻
度
が
相
対
的
に
高
い
区
域
と
す
る
。

ま
た
、
区
域
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
分
布
の
連
続
性
、
生
態

的
な
特
性
等
に
つ
い
て
、
十
分
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

二
　
管
理
地
区
の
指
定
方
針

１
　
管
理
地
区
の
指
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
考
え
方

管
理
地
区
に
つ
い
て
は
、
生
息
地
等
保
護
区
の
中
で
、
営
巣
地
、
産
卵
地
、
重
要
な
採
餌
地

等
そ
の
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
生
息
又
は
生
育
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
区
域
を
指

定
す
る
。

２
　
管
理
地
区
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
各
種
の
規
制
に
係
る
区
域
等
の
指
定
の
基
本
的
考
え
方

a

条
例
第
二
十
三
条
第
四
項
第
七
号
の
知
事
が
指
定
す
る
野
生
動
植
物
の
種
に
つ
い
て
は
、

食
草
な
ど
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
生
息
又
は
生
育
に
と
っ
て
特
に
必
要
な
野
生

動
植
物
の
種
を
指
定
す
る
。

s

条
例
第
二
十
三
条
第
四
項
第
八
号
の
知
事
が
指
定
す
る
湖
沼
又
は
湿
原
に
つ
い
て
は
、
新
　

た
な
汚
水
又
は
廃
水
の
流
入
に
よ
り
、
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
生
息
又
は
生
育

に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
湖
沼
又
は
湿
原
を
指
定
す
る
。

d

条
例
第
二
十
三
条
第
四
項
第
九
号
の
知
事
が
指
定
す
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
車
馬
若
し
く
　

は
動
力
船
の
使
用
又
は
航
空
機
の
着
陸
若
し
く
は
着
水
に
よ
り
、
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種

の
個
体
が
損
傷
を
受
け
る
な
ど
現
に
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
生
息
若
し
く
は
生

育
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
区
域
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
を
指
定
す
る
。

f

条
例
第
二
十
三
条
第
四
項
第
十
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
の
行
為
を
規
制
す
る
区
域
と
し
て
　

知
事
が
指
定
す
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
り
、
現
に
指
定
希
少
野
生
動
植

物
種
の
個
体
の
生
息
若
し
く
は
生
育
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
区
域
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る

区
域
を
指
定
し
、
そ
の
区
域
ご
と
に
知
事
が
指
定
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為

に
よ
る
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
生
息
又
は
生
育
へ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
に

繁
殖
期
間
な
ど
必
要
最
小
限
の
期
間
を
指
定
す
る
。

g

条
例
第
二
十
三
条
第
四
項
第
十
一
号
の
知
事
が
指
定
す
る
動
植
物
の
種
に
つ
い
て
は
、
現
　

に
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
を
捕
食
し
、
餌
若
し
く
は
生
息
・
生
育
の
場
所
を
奪
う

こ
と
に
よ
り
圧
迫
し
、
若
し
く
は
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
と
の
交
雑
を
進
行
さ
せ
て
い
る

種
又
は
そ
れ
ら
の
お
そ
れ
が
あ
る
種
を
指
定
す
る
。

h

条
例
第
二
十
三
条
第
四
項
第
十
二
号
の
知
事
が
指
定
す
る
物
質
に
つ
い
て
は
、
現
に
指
定

希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
に
直
接
危
害
を
及
ぼ
し
、
若
し
く
は
そ
の
個
体
の
生
息
・
生
育

環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
物
質
又
は
そ
れ
ら
の
お
そ
れ
が
あ
る
物
質
を
指
定
す
る
。

j

条
例
第
二
十
三
条
第
四
項
第
十
四
号
の
知
事
が
定
め
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
生
息
・
生
育
　

環
境
を
か
く
乱
し
、
繁
殖
・
育
す
う
行
動
を
妨
害
す
る
等
、
現
に
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種

の
個
体
の
生
息
若
し
く
は
生
育
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
方
法
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
方

法
を
定
め
る
。

三
　
立
入
制
限
地
区
の
指
定
方
針

立
入
制
限
地
区
に
つ
い
て
は
、
管
理
地
区
の
区
域
の
う
ち
、
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体

の
生
息
・
生
育
環
境
を
維
持
す
る
上
で
、
人
の
立
入
り
を
制
限
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
区
域
を
指
　

定
す
る
も
の
と
し
、
立
入
り
を
制
限
す
る
期
間
は
、
区
域
の
状
況
、
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
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生
態
的
な
特
性
等
を
考
慮
し
、
そ
の
種
の
保
護
の
た
め
必
要
最
小
限
の
期
間
と
す
る
。

四
　
生
息
地
等
保
護
区
及
び
管
理
地
区
の
区
域
の
保
護
に
関
す
る
指
針

生
息
地
等
保
護
区
及
び
管
理
地
区
の
区
域
の
保
護
に
関
す
る
指
針
に
お
い
て
は
、
指
定
希
少
野

生
動
植
物
種
の
個
体
の
生
息
・
生
育
及
び
個
体
群
の
存
続
の
た
め
に
確
保
す
べ
き
条
件
と
そ
の
維

持
の
た
め
の
環
境
管
理
の
指
針
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

五
　
生
息
地
等
保
護
区
等
の
指
定
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
事
項

生
息
地
等
保
護
区
、
管
理
地
区
及
び
立
入
制
限
地
区
等
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
者
の
所

有
権
そ
の
他
の
財
産
権
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業
を
営
む
者
等
県
民
の
生
活
の
安
定

及
び
福
祉
の
維
持
向
上
に
配
慮
し
、
地
域
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
適
切
に
対
処
す
る
も

の
と
す
る
。

ま
た
、
県
土
の
保
全
そ
の
他
の
公
益
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
指
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
　
保
護
管
理
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

一
　
保
護
管
理
事
業
の
対
象

保
護
管
理
事
業
は
、
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
う
ち
、
そ
の
個
体
数
の
維
持
・
回
復
を
図
る

た
め
に
は
そ
の
種
を
圧
迫
し
て
い
る
要
因
を
除
去
し
、
又
は
軽
減
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
生

態
系
の
保
護
・
保
全
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
個
体
の
繁
殖
の
促
進
、
そ
の
生
息
地
等
の
維
持
・
再

生
等
の
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
な
種
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

二
　
保
護
管
理
事
業
計
画
の
内
容

保
護
管
理
事
業
の
適
正
か
つ
効
果
的
な
実
施
に
資
す
る
た
め
、
事
業
の
目
標
、
区
域
、
内
容
等
　

事
業
推
進
の
基
本
的
方
針
を
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
ご
と
に
明
ら
か
に
し
た
保
護
管
理
事
業
計

画
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

当
該
計
画
に
お
い
て
は
、
事
業
の
目
標
と
し
て
、
維
持
・
回
復
す
べ
き
個
体
数
の
水
準
及
び
生

息
地
等
の
条
件
等
を
、
ま
た
、
事
業
の
内
容
と
し
て
、
採
餌
・
営
巣
条
件
の
改
善
、
飼
育
・
栽
培

下
で
の
繁
殖
、
生
息
地
等
へ
の
再
導
入
等
の
個
体
の
繁
殖
の
促
進
の
た
め
の
事
業
、
森
林
、
草
地
、

水
辺
等
の
生
息
地
等
に
お
け
る
生
息
・
生
育
環
境
の
維
持
・
再
生
等
の
事
業
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

三
　
保
護
管
理
事
業
の
進
め
方

保
護
管
理
事
業
計
画
に
基
づ
く
保
護
管
理
事
業
は
、
県
、
市
町
村
、
民
間
団
体
等
の
幅
広
い
主

体
に
よ
っ
て
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
対
象
と
な
る
指
定
希
少
野
生
動

植
物
種
の
個
体
の
生
息
又
は
生
育
の
状
況
を
踏
ま
え
た
科
学
的
な
判
断
に
基
づ
き
、
期
間
を
定
め

て
計
画
的
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
対
象
と
な
る
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
生
息
又
は
生
育
の
状
況
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
と
定
期
的
な
事
業
効
果
の
評
価
を
行
い
、
生
息
又
は
生
育
の
状
況
の
動
向
に
応
じ
て
事
業
内

容
を
見
直
す
と
と
も
に
、
生
息
又
は
生
育
の
条
件
の
把
握
、
飼
育
・
繁
殖
技
術
、
生
息
・
生
育
環

境
の
管
理
手
法
等
の
調
査
研
究
を
推
進
す
る
。

第
六
　
そ
の
他
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
に
関
す
る
重
要
事
項

一
　
推
進
体
制
の
整
備

県
の
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
県
と
県
民
、
事
業
者
、
民
間
団
体
等
と
の
連
携
・
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
行
政
と
県
民
な
ど
が
連
携
・
協
力
し
て
、
調
査
、
監
視
、
指
導
等

の
取
組
み
を
進
め
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
へ
の
支
援
や
そ
の
育
成
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
県
内
の
市
町
村
と
の
連
携

は
も
と
よ
り
、
国
及
び
他
の
都
道
府
県
と
の
協
力
等
を
積
極
的
に
行
う
も
の
と
す
る
。

二
　
調
査
研
究
の
推
進

希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
施
策
を
的
確
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
生
物
学
的
知

見
を
基
盤
と
し
た
科
学
的
判
断
が
重
要
で
あ
り
、
学
術
研
究
者
や
希
少
野
生
動
植
物
種
保
護
専
門

員
な
ど
に
よ
る
種
の
生
息
・
生
育
状
況
、
生
息
地
等
の
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
ほ
か
、
分

布
、
生
態
、
保
護
管
理
手
法
そ
の
他
施
策
の
推
進
に
必
要
な
各
分
野
の
調
査
研
究
を
推
進
す
る
。

三
　
情
報
提
供
の
推
進

希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
施
策
の
実
効
を
期
す
る
た
め
に
は
、
事
業
者
や
県
民
等
の
保
護
へ

の
適
切
な
配
慮
や
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
土
地
所
有
者
や
事
業
者
等
が
、
各
種
の
土
地
利
用
や
事
業
活
動
の
実
施
に
際
し
、

希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
の
た
め
の
適
切
な
配
慮
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
調
査
研
究

等
に
よ
り
得
ら
れ
た
希
少
野
生
動
植
物
種
の
現
状
に
関
す
る
情
報
の
適
切
な
提
供
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

四
　
県
民
理
解
の
促
進

希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
県
民
等
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
希
少
野
生
動
植
物
種
の
現
状
や
保
護
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
広
報
活
動
や
学
校

等
に
お
け
る
環
境
教
育
を
通
じ
て
、
県
民
等
の
理
解
の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
普
及
啓
発
活
動
を

積
極
的
に
推
進
す
る
。

（
※
注
１
）
亜
種

同
じ
種
で
も
分
布
す
る
地
域
に
よ
り
色
や
形
に
違
い
が
み
ら
れ
、
地
域
間
で
異
な
る
集
団
と
認
め

ら
れ
る
場
合
、
こ
れ
ら
を
「
亜
種
」
と
い
う
。（
例
え
ば
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
と
い
う
種
に
対
し
て
、
ヤ

ク
シ
マ
ザ
ル
は
亜
種
）

（
※
注
２
）
変
種

国
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
、
植
物
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
で
あ
り
、
亜
種

と
品
種
の
間
に
位
置
す
る
分
類
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
同
じ
種
の
他
の
個
体
と
同
じ
だ
が
、
複
数
の

形
質
に
お
い
て
他
と
区
別
で
き
る
個
体
を
い
う
。
山
梨
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
も
国
と
同
様
の
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意
味
で
こ
の
用
語
を
使
用
し
て
い
る
。

（
※
注
３
）
移
入
種
（
外
来
種
）

人
為
に
よ
り
自
然
分
布
域
の
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
種
を
い
う
。
自
然
に
分
布
す
る
も
の
と
同
種

で
あ
っ
て
も
他
の
地
域
個
体
群
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
も
含
ま
れ
る
。「
外
来
種
」
と
ほ
ぼ
同
義

語
で
あ
る
が
、「
外
来
種
」
は
海
外
か
ら
日
本
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
種
に
対
し
て
使
わ
れ
る
。

山
梨
県
告
示
第
四
百
九
号

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
腐
蛆そ

病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
み
つ
ば
ち
等
の
移
動
を
禁
止
す
る

区
域
の
指
定
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
六
号
）
は
、
解
除
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明
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